
　
本
会
に
設
置
し
て
い
る
秋
田
県
地
域

福
祉
推
進
委
員
会（
※
）（
以
下「
委
員

会
」）は
、
地
域
に
お
け
る
生
活
や
福
祉

の
課
題
、
制
度
・
政
策
に
関
す
る
調
査

研
究
を
行
い
、
提
言
や
要
望
を
通
じ
て

課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
昨
年
10
月
15
日
に
、
秋
田
県
及
び
市

町
村
に
対
し
て
要
望
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
そ
の
内
容
及
び
県
か
ら
の
回
答
に

つ
い
て
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
地
域
で
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
福
祉
の
充
実

を
目
指
し
、
人
材
確
保
対
策
を
進
め

る
と
と
も
に
、
福
祉
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
の
広
報
啓
発

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

◇
各
施
設
・
事
業
所
か
ら
も
、
若
者
や

保
護
者
に
向
け
て
介
護
の
仕
事
の
魅

力
な
ど
を
積
極
的
に
情
報
発
信
し
て

も
ら
い
た
い
。

◇
有
料
職
業
紹
介
業
者
の
利
用
に
関
す
る

課
題
は
認
識
し
て
お
り
、
国
の
対
応
を

注
視
し
て
い
き
た
い
。

◇
認
証
事
業
所
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
地
元

紙
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
ほ
か
、
認
証
事
業

者
を
補
助
金
の
対
象
と
し
て
優
先
的
に

採
択
す
る
な
ど
の
取
組
み
を
行
っ
て
い

　
　
　
県
・
市
町
村
へ

政
策
要
望
を
提
出
し
ま
し
た

　
秋
田
県
に
お
け
る
地
域
福
祉
の

推
進
と
社
会
福
祉
事
業
の
健
全
な

発
達
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

本
会
に
設
置
し
て
い
る
委
員
会
で
、

委
員
は
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議

会
や
社
会
福
祉
に
関
係
す
る
各
団

体
、
各
施
設
種
別
協
議
会
の
関
係

者
、
学
識
経
験
者
、
報
道
関
係
者

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
福
祉
に
関
す
る
課
題
や
そ
の
解

決
策
に
つ
い
て
協
議
し
、
行
政
や

社
会
福
祉
関
係
者
と
の
協
力
と
連

携
に
よ
っ
て
課
題
の
解
決
や
福
祉

の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

※
秋
田
県
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
と
は

社
会
福
祉
法
人
の

　人
材
確
保
・
定
着
へ
の
支
援

県
へ
の
要
望

【
要
望
１
】

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

　
　負
担
軽
減
に
向
け
た
支
援

県
・
市
町
村
へ
の
要
望

【
要
望
２
】

県
か
ら
の
回
答
要
旨

要
望
の
ポ
イ
ン
ト

◆
人
材
確
保
の
た
め
有
料
職
業
紹
介

業
者
を
利
用
し
た
場
合
の
紹
介
手

数
料
へ
の
助
成
制
度
の
確
立

◆
人
材
定
着
を
目
指
し
た
働
き
や
す

い
職
場
づ
く
り
に
必
要
と
な
る
短

期
間
・
短
時
間
の
求
人
へ
の
柔
軟

な
対
応

◆
認
証
評
価
制
度
に
お
け
る
メ
リ
ッ

ト
の
強
化
及
び
手
続
き
の
簡
略
化

要
望
の
視
点
・
背
景

　
県
民
に
良
質
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
体
制
確
保
の
た
め
に

は
、
福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定

着
が
必
要
で
す
。

　
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会

が
と
り
ま
と
め
た
会
員
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
有
料
職
業
紹
介
業
者

を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
窺

わ
れ
た
ほ
か
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
認
証
評
価
制
度（
以
下「
認
証
評
価

制
度
」）の
更
な
る
普
及
に
向
け
た
県

独
自
の
経
営
支
援
な
ど
の
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

要
望
の
視
点
・
背
景

　
住
民
の
抱
え
る
生
活
面
の
課
題
が

多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
る
中
で
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員（
以
下「
委

員
」）へ
の
期
待
が
増
大
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
一
方
、
委
員
の
活
動
範
囲

が
不
明
確
で
、
活
動
量
や
精
神
的
負

担
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
の
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
、
休
日

や
夜
間
で
も
委
員
の
相
談
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
庁
内
の
連
携
体
制
を
整

備
し
て
い
る
例（
大
分
市
）も
あ
り
ま

す
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
を
受
け

付
け
る
仕
組
み
と
し
て
包
括
的
な
支

援
体
制
の
整
備
に
市
町
村
が
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

要
望
の
ポ
イ
ン
ト

◆
休
日
や
夜
間
に
委
員
を
サ
ポ
ー
ト

る
。
国
の
制
度
に
関
連
す
る
事
務
手
続

き
の
負
担
軽
減
は
困
難
で
あ
る
が
、
認

証
評
価
制
度
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
等
の

オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
は
対
応
済
み
で
あ

り
、
認
証
評
価
制
度
に
関
す
る
事
務
負

担
の
軽
減
も
更
に
進
め
て
い
く
。

特
集
Ⅱ
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す
る
相
談
窓
口
や
連
絡
体
制
の
明

示
◆
包
括
的
な
支
援
体
制
の
積
極
的
な

整
備
推
進

◇
委
員
の
負
担
増
加
に
つ
い
て
は
認
識

し
て
い
る
。

◇
国
で
は
社
会
福
祉
法
を
改
正
し
、
市
町

村
が
実
施
主
体
と
な
る「
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
」を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
、
県
と
し
て
も
後
方
支
援
を
行
っ

て
い
く
。
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
委
員
の
負
担
軽
減
や
な
り
手
不
足

の
解
消
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

◇
市
町
村
に
お
け
る
休
日
・
夜
間
の
相
談

窓
口
に
つ
い
て
現
状
を
把
握
し
た
上
で

対
応
す
る
。

◇
セ
ン
タ
ー
の
役
割
や
実
績
、
災
害
復

旧
に
お
け
る
重
要
性
は
認
識
し
て
い

る
。

◇
各
自
治
体
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
関

係
者
間
で
連
絡
調
整
・
合
意
形
成
を

行
う
よ
う
働
き
か
け
を
行
う
。

県
か
ら
の
回
答
要
旨

県
か
ら
の
回
答
要
旨

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

設
置
・
運
営
に
係
る
協
定
締
結

県
・
市
町
村
へ
の
要
望

【
要
望
３
】

要
望
の
視
点
・
背
景

　
災
害
時
の
福
祉
的
支
援
の
一
つ
と

し
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
以
下「
セ
ン
タ
ー
」）の
基
盤
強
化
が

必
要
で
す
。

　
内
閣
府
で
は
経
費
の
一
部（
人
件

費
・
応
援
職
員
の
旅
費
）を
国
庫
負
担

の
対
象
と
し
て
明
示
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
外
の
経
費
負
担
の
あ
り
方
も

明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

要
望
の
ポ
イ
ン
ト

◆
設
置
・
運
営
経
費
の
公
費
負
担
を

含
む
行
政
と
社
協
間
の
協
定
締
結

の
検
討

　
本
会
と
委
員
会
で
は
、
今
回
の
要

望
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て
、
対
応

状
況
を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

県
内
の
福
祉
関
係
の
課
題
に
つ
い
て
、

調
査
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
要
望
・

回
答
の
全
文
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.akitakenshakyo.

or.jp/p_topic.php?p=1&
id=13

NO!コロナ差別
感染した方々にはやさしさを

ウイルスと闘うすべての方々に感謝を

感染への不安や  偏った正義感により、
無意識のうちに誰かを傷つけているかもしれません

自分のため  あなたの大事な人のため

差別や 個人的な憶測に基づく情報の拡散は
絶対に行わないようにしましょう
差別や 個人的な憶測に基づく情報の拡散は
絶対に行わないようにしましょう

秋田県社会福祉協議会は、誹謗中傷防止共同宣言に賛同しています
詳しくは県ウェブサイト「美の国あきたネット」をご覧ください

♥
♥

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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本
会
で
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命

の
延
伸
と
地
域
に
お
け
る
交
流
の
場
づ
く

り
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
内
各

地
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
年
齢
や
体
力

に
関
係
な
く
気
軽
に
楽
し
め
る
よ
う
新
し

く
考
案
さ
れ
た
、
技
術
や
ル
ー
ル
が
比
較

的
簡
単
な
軽
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
も
様
々
な
種
目
が

あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
の
体
験
会
で
は
次

の
４
種
目
を
実
施
し
ま
す
。

⑴
会
場
・
開
催
日

⑵
定
員

　
各
会
場
30
人

⑶
講
師

　
・
秋
田
県
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
指
導
員

　
・
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢

協
会
指
導
員

　
・
秋
田
県
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会
指
導
員

　
・
秋
田
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
指
導
員

⑷
参
加
料

　
無
料

※開催時間は、各会場とも午前10時から午後3時20分
　までです。昼食は各自ご用意ください。

　
こ
の
４
種
目
は
、「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」の

愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る「
全
国
健
康
福
祉

祭
」の
開
催
種
目
に
な
る
こ
と
も
あ
る
も
の

で
す
。

　
令
和
３
年
１
月
、
２
月
の
開
催
予
定
は

次
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

会　場 開催日

秋田テルサ体育館 1月15日（金）

北秋田市鷹巣体育館 1月20日（水）

横手市横手体育館 1月22日（金）

大館市タクミアリーナ 2月  3日（水）

にかほ市象潟体育館 2月10日（水）

大仙市太田体育館 2月17日（水）

◉
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

◉
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢

◉
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

◉
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

問
合
せ
・
申
込
先

地
域
福
祉
・
生
き
が
い
振
興
部

　
　  

　（
０
１
８
）
８
２
４
‐
２
８
８
８

　
　  

　（
０
１
８
）
８
６
４
‐
２
７
４
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｆ
Ａ
Ｘ

【体験会で実施する４種目の競技概要】
バウンドテニス インディアカ

カローリング スポーツウエルネス吹矢

　テニスよりも小さ
いラケットとボール
を使い、テニスコート
約1/6ほどの場所で
気軽にできる、運動
量も十分にあるス
ポーツです。

　「インディアカボー
ル」と呼ばれる羽根
の付いた特殊なボー
ルを手で打ち合う、バ
レーボールタイプの
スポーツです。
　4人対4人で行いま
す。

　氷上で行うカーリ
ングを体育館等のフ
ロア（床面）で手軽に
楽しめるように考えら
れた、チームプレー
を楽しむスポーツで
す。

　5～10ｍ離れた円
形の的をめがけて息
を使って矢を放ち、そ
の得点を競うスポー
ツです。長さ120cm
の細長い筒と20cm
程の安全な矢を使い
ます。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
の
ご
案
内
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